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◆
第

四
三

回
全

国
大
学

保

健
管

理

研
究

集
会

主

催
：
社
団
法
人
全
国
大
学
保
健
管
理
協
会
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
生
支
援
機
構

後

援
：
文
部
科
学
省

当

番

校
：
国
立
大
学
法
人
山
形
大
学

開
催
日
時
：
平
成

一
七
年

一
○
月

一
九
日

(水
)
～
二
〇
日

(木
)

会

場
：

山
形

テ

ル
サ

参

加
者
数
：

七
四

二
名

・
今

年

度

は

第

四

三

回

の
開

催

と

な

る
。

.

一
日
目
は

、
千
歳

建
設
株

式
会

社
会

長
千

歳
栄

氏

の

「
山
形

精
神

文

化
考

～

マ
ン
ダ

ラ

の
花

～
」

の
特
別

講
演

の

の
ち

、

リ
レ
ー
教
育

講
演

、

シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム
が
行

わ

れ
活

発

な
意
見

交

換

・
討
議
が

な
さ
れ
た

。

.
二
日
目

は
特

別
報

告

、

一
般

研
究

発

表

、

ワ

ー
ク

シ

ョ

ッ
プ

が
行

わ

れ

、

続

い
て
閉
会
式

が
行
わ

れ
た
。

・
両

日
と
も
独

自
企

画
と

し

て
ラ

ン
チ

ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
と

こ

ろ
、
両

日
と
も

盛
況

で
あ

っ
た
。

.
参
加

者
か

ら
は
、

充
実

し
た
内
容

や
地

域
色
豊

か
な

運
営

に
対
す

る

好
評

の
声

が
多

か

っ
た
。

な
お

、
次
年

度
は

昭
和
大
学

を
当
番

校

に

東
京

に
て
開
催

の
予
定

で
あ

る
。

◆
北
関
東

・
甲
信
越
地
区
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
協
議
会

主

催
：
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
信
州
大
学

協

力
：
文
部
科
学
省

開
催
日
時
：
平
成

一
七
年

一
〇
月
二
七
日

(木
)
～
二
八
日

(金
)

会

場
：
メ
ル
パ
ル
ク
N
A
G
A
N
O

郵
便
貯
金
会
館

参
加
者
数
：

六

六
名

・
平

成

一
七
年

度

は
地

区
開
催

と

な

っ
て

お

り
、
全

国
七
地
区

で
開
催

さ
れ
る
。

・
共

通

テ
ー

マ
は

「
変
革

期
を

迎
え

た

大

学

運
営

と

メ

ン
タ

ル

ヘ
ル
ス
」

で
、

北

関

東

・
甲
信

越

地
区

の
サ

ブ

テ
ー

マ
は

「
学

生

と
教

職

員

の
よ

り
良

い
関

係

を

め
ざ

し

て
」
。

・
一
日

目
は
信

州
大

学

の
高

橋
知

音
助

教

授

に
よ
る

「
ア
メ

リ
カ

の
大
学

に
お

け

る
学

生
支
援

」

と
題

し
た

基
調

報
告

に

始

ま
り

、

そ

の
後

六

分
科

会

に
分
か

れ

て

テ
ー

マ
ご
と

に
活
発

な
意

見
交

換

・

討

議
及
び
体

験
学
習
を

行

っ
た
。

・
二
日
目
は

一
日
目

に
引
き
続
き

分
科
会

、
続

い
て
全
体

会

で
各

分
科

会

報
告

が
行
わ

れ
た
。

開会式風景

ポスターセッション風景

開会式沖吉理事挨拶

分科会風景




